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researchmapについて

平成27年9月1日

科学技術振興機構

白石淳子

http://researchmap.jp/



2

本日の内容

 researchmapとは

利用方法

他システムとの連携

活用事例
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researchmapの画面例 http://researchmap.jp/



researchmapとは

日本の研究者総覧DB。 国内の研究者情報
の分散・非効率性を解消し一元管理を目指す

運営主体はJST。 JSTからの委託によりシス
テムの研究開発をNIIが実施
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researchmapとは（歴史）

6

年月日 内容

平成10年8月1日 ［ReaD］提供開始

平成14年度 ［ReaD］文部科学省国立情報学研究所が実施してきた「大学等

の研究活動を総覧するデータベース構築のための調査」および
「学術研究活動に関する調査」を引き継ぐ

平成21年4月 ［Researchmap］提供開始

平成21年度 ［ReaD］研究機関情報、研究者情報、研究課題情報の日本語
詳細画面をJ-GLOBAL（科学技術総合リンクセンター）上で表示
開始

平成23年11月1日 ［ReaD&Researchmap］研究者情報の登録・更新システムとし
て、ReaDとResearchmapを統合したReaD&Researchmapを
提供開始。

平成26年4月1日 ［researchmap］ReaD&Researchmapはresearchmapに名称
を変更。

平成27年4月1日 ［researchmap］独立行政法人を国立研究開発法人に名称変更。



researchmapとは（収録情報）
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カテゴリ 登録件数 情報項目

研究機関 3,383機関 研究機関名称、所在地、沿革、研究分野、
事業概要など

研究者 240,445人 氏名、所属機関、職名、研究分野、研究テーマ、
研究業績など

平成27年4月1日現在



researchmapとは（登録対象者）

日本国内で研究活動を行っている研究者、

海外で研究活動を行っている日本人研究者

研究支援者

博士課程の学生
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researchmapとは（統計情報）

H23.11
researchmapサービス開始

マイポータル：各研究者のページ

 登録研究者数
 240,445人

（H27年4月時点）

 登録情報更新者数
 約60,000人（H26年度）

（初期登録時は含んでいない）

 マイポータルへのアクセス数
 約19,250,000pv/年（H25年度）

 約19,000,000pv/年（H26年度）



researchmap登録状況
項⽬ 登録率

登録者の
平均登録数

1 研究キーワード 66.9% 5.4 

2 研究分野 69.7% 3.2 

3 経歴 45% 6.0 

4 学歴 65.7% 3.4 

5 受賞 20.2% 3.3 

6 委員歴 26.1% 5.1 

7 書籍等出版物 38.8% 9.1 

8 MISC 64.8% 46.8 

9 論⽂ 10.4% 38.0 

10 講演・⼝頭発表 17.1% 46.0 

11 担当経験のある科⽬ 3.3% 8.4 

項⽬ 登録率
登録者の
平均登録数

12 所属学協会 65% 5.4 

13 Works 21.7% 10.2 

14
競争的資⾦等の
研究課題 72.7% 4.2 

15 特許 5.4% 7.9 

16 社会貢献 0.2% 7.1

17 その他 2.5% 4.1 

18 学位 63% -

19
性別を
明らかにしている⼈ 80.8%

（登録者全体に
占める男⼥⽐）
男66.6%
⼥14.2%

10

注）ReaDの論⽂に登録されていたものをMISCに移⾏したため、
MISCの登録率が⾼い

平成26年5⽉時点



利用方法

研究者自身による登録・更新

Webインターフェース

4通りの初期登録方法

科研費研究者番号を記載して登録

既に登録されている研究者からの招待による登録

 e-Radからの登録

研究業績を１件記載して、登録申請（確認後に招待）

研究機関による一括登録・更新

Webインターフェースで研究機関担当者がアップ
ロード、夜間更新
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一括登録・更新を実施している機関
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国立大学 公立大学 高等専門学校

小樽商科大学

東北大学

山形大学

茨城大学 埼玉医科大学 東京都市大学
筑波大学 千葉工業大学 立教大学

群馬大学 和洋女子大学 立正大学

お茶の水女子大学 慶應義塾大学 亜細亜大学

東京学芸大学 国士舘大学 国際基督教大学

東京農工大学 上智大学 玉川大学
電気通信大学 専修大学 東京女子体育大学

横浜国立大学 中央大学 武蔵野大学

東京電機大学 明星大学

東京理科大学 創価大学

日本大学 日本大学短期大学部
日本女子大学 亜細亜大学短期大学部

金沢大学

福井大学

愛知教育大学

滋賀大学 京都産業大学 龍谷大学

神戸大学 同志社大学 大阪経済大学

奈良女子大学 佛教大学 大阪産業大学

滋賀医科大学 立命館大学 関西大学

岡山大学 広島市立大学

香川大学

高知大学

九州工業大学 宮崎大学 中村学園大学 立命館アジア太平洋大学

熊本大学 琉球大学 福岡大学 中村学園大学短期大学部

　九州地方

私立大学

山口東京理科大学

日本福祉大学

諏訪東京理科大学

金沢医科大学

　中国地方

　四国地方

横浜市立大学

　中部地方

金沢工業高等専門学校

　近畿地方

金沢工業大学

　北海道地方

　東北地方

福島県立医科大学

　関東地方

※実施機関の中で
同意いただいた機
関のみ掲載してい
ます。



研究者がresearchmapでできること

 業績情報の管理を一元化

異動、転職しても所属を変更して引き続き利用可能

 研究者氏名、所属、経歴、学歴、その他各種業績の登
録

 業績情報の登録時には、外部データベースの情報を
利用することが可能（フィード機能）

Amazon、ArXiv、CiNii（article,books）、DBLP、 e‐
Rad、J‐GLOBAL、KAKEN、ORCID、PubMed 、

Scopus
 SNSとしての利用（コミュニティ、ブログ）
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利用方法（業績のフィード）

業績情報の登録時に、外部DBの利用が可
能

利用できる外部DB
Amazon、ArXiv、CiNii（article,books）、DBLP、
e‐Rad、J‐GLOBAL、KAKEN、ORCID、PubMed 、

Scopus
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利用方法（業績のフィード）

15



Scopusとresearchmapの連携
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 H27年5月21日より、外部DBとしてScopusと
の連携開始
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他システムとの関係（e-Radとの連携）

 H25年1月15日より連携開始

 e-Rad申請時にresearchmapに登録済みの業績情
報を利用することができる

 e-Radに新規登録した業績情報をresearchmapに
取り込むことができる

 e-Radに登録している所属情報変更時に、
researchmapの所属情報も変更することができる



18

他システムとの関係（シングルサインオン）

 H24年5月より学術認証フェデレーションにア
イデンティティプロバイダー（IdP）として参加

する機関の認証によるシングルサインオンで
の利用が可能となった

 74IdPとのシングルサインオンが可能
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他システムとの関係（WebAPIの提供）

 大学・研究機関の研究者総覧や業績管理システ
ム構築をサポート

 APIの種類

 機関名、氏名等をキーとした検索結果のリスト取得

 研究者コード等をキーとした研究者の業績の公開情報
の取得

 ピックアップ研究者API
 現時点で55機関が利用



J-GLOBALの画面例

http://jglobal.jst.go.jp/
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他システムとの連携（現状）

論⽂全⽂の
所在情報の

取得

分析・調査の
データ基盤

（JST知識インフラ）

⑧統計・分析

研究者
⼈物情報

⑥個別

⑤業績情報を
e-Radに送付

個別 ②⼀括

⑩履歴書作成時
に業績情報を利⽤

研究費の申請提案書の参照

課題情報
（JST）

⑪情報参照

研究者情報 ⑫研究倫理
履修情報

⑨
全⽂情報

⼀般閲覧者

ﾌｧﾝﾄﾞ事務局

ﾌｧﾝﾄﾞ審査員

JREC-IN 
Portal

JaLC

J-STAGE FMDB ③外部業績
DB

④科研費申請

研究者情報

⼤学研究者

①取り込み
研究者情報（⼈物＋業績）

24万⼈（ H27.3末）



researchmapの活⽤
 researchmapをマスターデータとして使⽤する⼤学の
増加
① 研究者情報を⾃機関のDBに取り込み、研究者
総覧として整備

② ⾃機関ではDBを持たず、リンクを貼って利⽤
 ⼤学共同利⽤機関 情報・システム研究機構の
「⽻ばたけ⽇本の⼥性研究者」との連携
 e-Radによる競争的資⾦申請時にresearchmapの業績
データを使⽤

 JSTのファンド管理においてresearchmapの研究者情
報を利⽤
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researchmapの活⽤
 研究者⼈材データベース（JREC-IN Portal）と
の連携により、JREC-IN Portalで履歴書⼊⼒の
際にresearchmap
業績データ等を取り
込み可能に。

（平成26年10⽉）
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学校教育法施⾏規則の「教育研究活動等
の状況についての情報を公表するものと
する」での活⽤
researchmapの各⼈のページであるマイポー
タルへのリンクや、⼤学名で検索した結果の
画⾯へのリンクを⼤学のホームページに⽤意
するなどresearchmapを利⽤した情報の公開
でも良いとの⾒解を⽂科省から得ている

24

researchmapの活⽤
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 JSTサービス⽀援センターまでご連絡ください
https://researchmap.jp/public/inquiry/

問い合わせ先
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IRによる大学データの可視化・意思決定・情報公開 

藤井翔太	  
大阪大学未来戦略機構戦略企画室	  

特任助教	  
	 2015年9月1日	  

第1回RA協議会セッション＠信州大学	  
「競争力を向上させるための大学分析」	

発表者の紹介�
•  藤井翔太：⼤大阪⼤大学未来戦略略機構戦略略企画室特任助教�
　IRチーム：ランキングなど国際ベンチマーキング、評価に関する調査など�
�
•  研究：歴史学（近現代イギリス史・スポーツ史）�
　イギリスにおけるプロ・スポーツのガバナンス→大学のガバナンス�

→元来統計や調査の専門家ではない⇔歴史学の視点も含めて制度・文化の分析�

�
・AdministrationとResearchの狭間で�
 　主業務は研究⼒力力の可視化・分析・評価⇔スポーツ史研究（科研若手B）も�
⇒二つの意味で不可避な問題としての研究力の可視化�

�



15/09/11	
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本発表の⽬目的�
•  ⼤大学のガバナンスにおけるIRの重要性�
　第三期：評価指標→意思決定のためのIRがより重要に�

　＊学内外データの把握→分析・ベンチマーキング→戦略・情報公開�

�
•  海外における事例例の紹介：イギリスを中⼼心に�
　海外の研究・教育評価（→予算配分）：共通の指標に基づく評価が先行�

→評価の方向性と大学の対応について紹介・検討：REF,  NSS�

�
•  ⼤大阪⼤大学におけるIRの紹介�
 　⼤大阪⼤大学未来戦略略機構戦略略企画室：⼤大阪⼤大学のIRを担当�
→各種調査・分析、データベースなどの事例を紹介�

イギリスの状況�
•  ランキングの⺟母国イギリス：“League  Table”�
　THE,  QS：イギリスの企業によって運営される主要大学ランキング�
＋国内の様々な評価による大学のランキング化：REF,  NSS,  各種国内ランキングなど�
�
•  REF：⼤大学の研究評価のための枠組み�
　前身のRAEから続く研究評価：HEFCEによる包括的研究費傾斜配分に利用�
�
•  NSS：全国共通の学⽣生満⾜足度度調査�
　2005年開始：共通項目による卒業時調査�
�

⇒共通点：国による評価＋⽐比較可能なデータの蓄積�
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研究評価REF2014の概要�
•  REF  (Research  Excellence  Framework)  とは？�
　6年周期、研究費の傾斜配分に利用（総収入5％、研究費総額の20％程度）�
→REF2014から評価指標が変更�
�
•  REF2014概要：36の分野別評価（詳細は次ページ）�
　評価パネル（大分類単位）によるピアレビュー⇔大部分は定量的評価�
�
•  評価指標：Outputs,  Impact,  Environmentの3指標�
　研究成果（Outputs）・研究環境（Environment）＋影響力（Impact）が加わる�
←社会的要請（e.g.  学費の値上げ）�
�

⇒データ・書類は公開＋研究成果は原則オープンアクセス�

研究領域 
A:生命科学、B：理工学、C：社会科学、D：人文科学	

REF,	  Assessment	  framework	  and	  guidance	  on	  submission,	  p.49,	  
from	  hEp://www.ref.ac.uk/media/ref/content/pub/assessmenGrameworkandguidanceonsubmissions/GOS%20including%20addendum.pdf	



15/09/11	

4	

評価指標 
・Output  (65%)�
研究のアウトプットの質を被
引⽤用Impactなど定量量的な
データによって評価。評価対
象となるアウトプットを⼀一⼈人
につき最⼤大4点提出する（説
明資料料は不不要）�
�
・Impact（20％）�
政策・社会・経済・⽂文化に与
えた影響を評価。どのような
影響を与えたのか、ストー
リーを作成し⽂文書で説明する。�
�
・Environment（15%)�
研究環境・設備に関する定量量
的項⽬目（獲得した研究費、博
⼠士号授与数など）、研究の継
続性を評価。�
	

4	  *(world-‐leading)	  
	  3*	  (internaRonally	  excellent)	  
	  2*	  (recognised	  internaRonally)	  
	  1*	  (recognised	  naRonally)	  
U/C	  （評価に値せず）	

Outputs	  
論文・著作・
データベース
等成果物の情
報のみ	

Environment
博士号授与数、研
究収入など、定量
的データのみ	

Impact	  
文書の形で定量
的・定性的に説明	
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評価結果の提示  	
4	  *(world-‐leading)	  
	  3*	  (internaRonally	  excellent)	  
	  2*	  (recognised	  internaRonally)	  
	  1*	  (recognised	  naRonally)	  
U/C	  （評価に値せず）	

REF公式HPより	  
hEp://results.ref.ac.uk/Results/ByUoa/30	

REFの影響�
•  研究計画・研究領領域のコントロール 
　どの領域に、どの研究者を応募するかは大学が決める�
→学際的研究領域も増える中で、部局・ユニットの壁を越えた把握が必要�
�
•  ⽐比較可能な評価結果：ランキング化も 
　研究ユニットの規模・研究内容・効果全て公開＋同一指標による比較可能�
→THEなどのメディアによって分野別のランキング化�
�

→直接的効果（予算配分）＋間接的効果（他の予算に繋がる評判）�
�

⇒あらゆる研究活動の追跡が必要：Impactの追加 
　研究成果（主に論文）・研究環境（予算・博士号）＋Impact（研究の波及効果）�
→研究予算・成果・影響の一連のプロセスを把握する仕組み（システム）が不可欠�
�
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公表された結
果に基づき、
Times	  Higher	  
EducaRon紙が
スコアをGPA化
し、分野ごとの
ランキング表
として掲載して
いる。	  
Times  
Higher  
Education,  
2014,  No.2
より�

Overall	 Outputs	 Impact	

ブリストル⼤大学の対応�
•  RED（Research  and  Enterprise  Development）の存在�
　イギリス有数の規模・質の組織：研究者としての経験（⇔事務主導）�
　2008年設立→徐々に規模を拡大（現在50人弱）：業務の一つがREFへの対応�
　�
•  統合データベースの構築：“Pure”を中核にした体制構築 
　論文＋研究費＋管理運営＋社会貢献  etc.：研究に関わるあらゆる活動を収集・把握�
　部局・研究ユニット・個人単位で分析可能＋オープンアクセスの強化（レポジトリと連動）�
�

•  Impactと広報戦略略との連動 
　研究ユニット単位でImpactに関するパンフレット作成�
→Impact  Case  Studyのベース作り＋大学としての広報活動の連動（＋研究者の意識改革）�
�

⇒研究戦略略（学内シーズ）＋広報戦略略＋予算獲得など⼤大学全体の動きと連動�



15/09/11	

7	

REFにおけるPure活用のイメージ 

特定のUnit	  (例：Clinical	  Medicine)	  の研究業績を研究者単位でトラッキング	  

RED組織図 Research	  and	  Enterprise	  Policy	  
（研究戦略、評価、REF対応）	  
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学⽣生満⾜足度度調査NSS�
•  NSS（National  Student  Survey)：2005年年開始�
　卒業直前の学生による満足度調査：全国共通の質問項目を使用し比較可能�
　質問項目：コース、教員の対応、学習環境など�
　�
•  ⽐比較可能な形で結果が公開：UNISTATS 
　大学・コースを選択して比較可能（生活費・就職率・卒業後の給与なども）�
⇒大学進学を考える高校生の判断材料の一つに�
�

•  NSSの背景：学費の値上がり＋統計情報の蓄積 
　イギリス人学生の学費値上げ（特に2009年以降）：経験調査ではなく満足度調査�
＋HESA（高等教育統計局）：ベンチマーキングを可能にする体制の整備�
�

⇒ステークホルダーとしての学⽣生の重要性�
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⼤大阪⼤大学におけるIR �

•  IRの業務紹介：未来戦略略機構戦略略企画室IRチーム�
　 
•  データ→分析・ベンチマークへ：データ統合、調査 
　データの把握→より高度な分析：データ統合による構成員単位での活動の把握�

　ベンチマーキング・高度な分析を意識した調査：SERUを核にした学生調査�

�

•  データの可視化→意思決定・情報公開 
　データ統合・調査を通じたベンチマーキング基盤確立の次のステップ�

→データの可視化：Tableauを通じた「分かりやすく、欲しいデータ」の可視化�

�

⇒可視化を通じて内外のステークホルダーの意思決定・情報公開へ�
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未来戦略支援室	

未来戦略
会議	  

（総長・理事）	  

大阪大学	

	  
	  
	  

各学部・研究科・研究所・センター等組織	

地域に生き世界に伸びる	

研究成果の	  
発信の支援	

グローバル化の
積極的展開	

IRチーム	  
データ・情報の整備・蓄積と	  
意思決定者への適切な提供	

グローバル化	教育改革	
情報発信	社学連携	

研究推進	

研究企画	  
チーム	

研究ＩＲ	  
3名（教員3名）	

教育ＩＲ	  
7名（教員6＋職員1）	

教育改革
チーム	

戦略	  
企画室	

「大阪大学の現在を分析し、	  
それを基礎として未来を描く」	  

これらチームの力を結集し、またチームの
所属にこだわることなく、「大学全体が取り

組むべき戦略的課題」を基礎に、各種事業・
業務を機動的に展開	

研究シーズと人材の発
掘・支援、分野横断的な

研究の企画・提言	

分野横断的な教育プログ
ラムや教育改革、グロー
バル化の企画・推進	

未来戦略機構と	  
戦略企画室の位置付け	

戦略企画室は、機構の教育研究活
動のマネジメントを支援し、学内外に
おける教育研究に係る調査・解析を

行い、大阪大学における教育改革や
新たな研究、グローバル化に関する

戦略の企画、提言を専門的な立場
から推進する。	
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⼤大阪⼤大学の業務システム�

•  今後の⼤大学運営のありかた�
大学全体の価値創造に向けた機動的で効果的な大学運営を実現�

→業務システム・データベースの効果的な運用が重要�

＊第3期中期計画期間：定量的なデータに基づく評価の進展�

�

•  問題点：構成員の活動を適切に把握できていない�
　教育学務、財務、人事システムなど、業務毎にITシステムが構築�
→業務に則した形でデータを管理⇔構成員の活動として管理されていない�

＊教育学務システムにおける「授業」�

　財務システムにおける「組織」及び「研究グループ」�
21	

⼤大阪⼤大学の学内システム�
大阪大学基礎データシステム	

•  教育研究活動を部局単位で取りまとめた「全学基礎データ」と個々の教員ごとにまとめた「教員基礎データ」
から構成される	

学務情報システム(KOAN)	
• 教育に関する事柄をWeb上で包括的に支援するシステム	

財務会計システム	

• 財務会計に関するデータを主に扱い、その報告書である財務諸表を作成するシステム	

人事給与システム	

• 人事制度、給与計算、給与制度等の人事情報を一元的に記録及び管理し、業務の効率化を図るシステム	

大阪大学全学IT認証基盤サービス	  
• 大学内の様々な情報システムを統合的かつ安全に機能する認証サービス	  
• 本学の構成員に大阪大学個人IDを付与し、これにより統合的な認証基盤を提供	  
•  ITシステム毎に個別にパスワードを入力する作業がなくなり、ITシステムの安全性、利便性に寄与	  呍

呍
呍	 22	
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⼤大阪⼤大学の学外システム・データベース�
researchmap	  
• 科学技術振興機構が運用している日本の研究者総覧として、国内最大級の研究者情報のデータベースであ

る．国内の大学及び公的研究機関に関する研究機関情報、研究者情報等を網羅的に収集、提供	  
• 大阪大学では、「教員基礎データ」を通じて「論文・著書」に関するデータを提供	  

府省共通研究開発管理システム（e-‐Rad）	
• 競争的資金制度を中心として研究開発管理に係る応募受付から、審査、採択、採択課題管理、成果報告と

いった一連のプロセスをオンラインで手続き可能な府省横断システム	

• 大阪大学においては、一部の課題を除き、e-‐Radを利用して科学研究費補助金の交付申請書の作成	

論文データベース（Elsevier・Thomson	  Reuters）	
• Elsevier社のScopus,	  Scival,	  Pure、Thomson	  Reuters社のESI,	  Web	  of	  Science,	  InCitesを利用	

• 主に研究IRチーム（URA）が大学全体・部局の研究状況の把握、国内外の大学とのベンチマーキングに利用	

• 部局のURA相当のスタッフで利用し、部局独自の戦略策定に利用する例も	

呍
呍
呍	 23	

データ統合によるIR業務の効率率率化�
•  ⽬目的�
– 個々の部局に新たな負担をかけることなく、より詳細に大学の活動
実態を明らかにする�

•  取組�
– 学内で保持するデータを統合するとともに、BIツールにより多面的かつ網
羅的な分析と可視化を実現�

1.  名寄せ�
2.  構成員レベルでデータ統合�
3.  Tableauによる分析及び可視化�

24	
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大阪大学における学生調査 
•  学⽣生調査：学⽣生の経験・能⼒力力の把握�
教育改革（主体的学習・学習成果）＋ステークホルダーとしての重要性�
＊アンケートベースで主観的⇔段階別把握・ベンチマーキング可能�

�
•  多様な調査：⼊入学時調査・SERU・卒業時調査・卒業⽣生調査�
→入学時・在学生・卒業時・卒業生に一部同じ質問項目を使って調査�
＋企業調査：企業関係者による阪大生の能力イメージと比較�

�
⇒入学時から卒業後までの各段階の阪大生の経験・能力・満足度�
　＋ステークホルダーからみた阪大生の能力の把握・比較�

�
＊SERU：在学中の学⽣生に関する国際的に⽐比較可能な調査�

25	

SERUの概要�
(Student  Experience  Survey  in  Research  University)�

•  UCUES(University  of  California  Undergraduate  
Experience  Survey)を元に、カリフォルニア⼤大学バーク
レー校⾼高等教育研究センターを中⼼心に、アメリカ⼤大学協
会に所属する州⽴立立の研究⼤大学が集まり、全⽶米の研究⼤大学
の調査として形成。�

•  「研究⼤大学の学⽣生（学部⽣生）経験」�
•  2012年年より国際的な研究⼤大学を招待し、SERU-‐‑‒Iを形成。
年年に⼀一度度のシンポジウム開催。�

•  ⼤大阪⼤大学が2013年年4⽉月にコンソーシアムに参加、�
広島⼤大学が2015年年に参加。�

26	
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SERUの概要�
(Student  Experience  Survey  in  Research  University)�

実施体制�
・会費制�
・招待ベース（研究⼤大学であることが原則）�
・各⼤大学の質問紙は共同で制作�
・質問紙調査の実施は英国の会社�
 　 　International  Graduate  Insight  Group  (i-‐‑‒graduate)   　�
        ネゴシエーションの必要�
・他⼤大学のデータの閲覧�
 　⼀一部⼤大学ではあるがベンチマーキングには⼗十分�
 　原則として他⼤大のデータは⾮非公開だが条件付きで公開可能�

27	

28	
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SERUの概要�
(Student  Experience  Survey  in  Research  University)�

参加大学�

•  カリフォルニア大学バークレー校、ラトガース大学、フロリダ
大学、ミシガン大学、ミネソタ大学、オレゴン大学、ピッツ
バーグ大学、テキサス大学、南カリフォルニア大学、ノースカ
ロライナ大学、バージニア大学、テキサスA&M、アイオワ大
学、パデュー大学、インディアナ大学、ワシントン大学�

•  カンピーナス州立大学（ブラジル）、湖南大学（中国）、南京
大学（中国）、西安交通大学（中国）、アムステルダム大学カ
レッジ（オランダ）、ケープタウン大学（南アフリカ）、ブリ
ストル大学（英国）、高等経済学院（モスクワ）（ロシア）、
オックスフォード大学（英国）、大阪大学（日本）、同済大学
（中国）、広島大学（日本）�

29	

SERUの概要�
(Student  Experience  Survey  in  Research  University)�

質問項目（コア）　175問�
　▼学業への関わり�
　▼学生の生活と目標�
　▼キャンパスの風土�
　▼個人属性�

質問項目（オプション：一部をランダムに割振）300問�
　▼国際的なスキルと気づき�
　▼社会参画・市民参画�
　▼技術の使用�
　　　　　　　　一部に回答しなくてもよい項目もあり、�
　　　　　　　　平均して250問くらい�

30	

学習経験、	  
研究経験、	  

能力の主観評定	
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⼤大阪⼤大学でのSERU調査�
（第1回）  実施期間：2013年年11⽉月20⽇日〜～12⽉月10⽇日�
対象者：  ⼀一部部局の学部・⼤大学院学⽣生全員�
回答者数：学部299名(13.4%)、⼤大学院⽣生154名（11.2%）�
�
（第2回）  実施期間：2014年年12⽉月15⽇日〜～2015年年2⽉月27⽇日�
対象者：  ⼤大学全体の学部・⼤大学院学⽣生全員�
回答者数：学部998名(6.4%)、⼤大学院⽣生826名（10.4%）�
⽅方法：学務情報システムにより対象者にアンケート回答を依頼し、�
 　 　 　学内専⽤用ページにアクセスした学⽣生が、i-‐‑‒graduateのサイトで回答�
⾔言語：⽇日本語と英語�

31	

参考：主要能力に関する企業の重視する程度と学生の主観評価	

32	

1	 2	 3	 4	 5	 6	 

明瞭かつ効果的に話す能力	 

リーダーシップ	 

分析的・批判的思考力　	 

明瞭かつ効果的に書く能力	 

国際的視点で理解する能力	 

文化的・国際的な多様性を正しく認識する能力	 

プレゼンテーション能力	 

学術的な教材を読み、理解する能力	 

外国語能力	 

入学時調査	 

阪大SERU_2014	 

卒業時調査	 

alumni調査	 

SERU_international	 

企業調査：採用時重視	 
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可視化による意思決定・情報公開�
•  データ統合、調査⇒現状の分析・ベンチマーキング�
　分析結果をいかに意思決定者・ステークホルダーに提供するか？�

�

•  Tableauによる可視化：意思決定の基盤に�
　執行部・部局の意思決定に必要な情報を柔軟かつ分かり易い形で提供�

　＊IRワークショップ：学内のデータに対する意識の向上�

�

•  IRと情報公開：『IRプロジェクト』�
 　調査と連動した学生・教員・外部のステークホルダーへの情報公開�
�

⇒内外のステークホルダーそれぞれに適した形での提供�
 

34	
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展望：⼤大学ランキングとIR �
•  ⼤大学ランキングの最近の動向�
　21世紀：ランキングによる大学の「格付け」⇔評価方法への批判�
⇒地域別・分野別へ　＊市場の拡大：TOP100位＜TOP500～1000位�
�
•  ⼤大学ランキングの将来：順位＜ベンチマーキング�
　THEのデータベース変更の裏で：THE独自のチームによるデータ収集へ�
⇒より重要なのは「比較可能」なデータの蓄積：真の目的としてのコンサルティング�
�
•  ⼤大学にとってのランキング�
　順位（上げる？  下げない？）→評判：国際・広報が対応するケースが多い？�
⇒現状把握・ベンチマーキングの機会：担当：国際→IR・URAへ�
�

⇒積極的活⽤用へ：データ分析・動向把握のためのIR活動�
＊U-‐‑‒Multirank：分野別・多様な評価指標→順位付け＜ポートフォリオ�

Reference 
•  REF  2014,  http://www.ref.ac.uk/�
•  National  Students  Survey  2015,  http://www.thestudentsurvey.com/�
•  UNISTATS（NSSの結果公開）,  https://unistats.direct.gov.uk/�

•  林林隆之（2012）「英国における⼤大学評価（REA、REF）の概要」『科学技術・学術審議会研究計画・
評価分科会資料料』,  retrieved  from  
http://www.mext.go.jp/b_̲menu/shingi/gijyutu/gijyutu2/shiryo/_̲_̲icsFiles/afieldfile/
2012/11/13/1328060_̲1_̲5.pdf  （access  on  26  May  2015）�

•  林林隆之、⼟土屋俊（2014）「研究成果の『卓越性』指標の多様性」『研究・技術計画学会第29回年年次
学術⼤大会講演要旨集』798-‐‑‒801⾴頁。�

•  ⼤大⾕谷⻯竜、加茂真理理⼦子、⼩小林林直⼈人（2012）「英国における⼤大学評価の新たな枠組み：Research  
Excellence  Framework―最近の⽇日本の研究評価の状況との⽐比較―」『シンセシオロジー』6-‐‑‒2,  
118-‐‑‒125⾴頁。�

•  藤井翔太（2015）「イギリスにおける研究⼒力力評価の動向ーREF2014のImpact評価を中⼼心にー」『⽇日
本評価学会第12回全国⼤大会』（⼝口頭発表）�

•  ⿑齊藤貴浩、安倍有紀⼦子、和嶋雄⼀一郎郎、廣森聡仁、宮錦三樹、藤井翔太、前原忠信（2015）「SERUに
よる学⽣生の経験に着⽬目した学修成果に影響を与える要因の検討―2回のStudent  Experience  Survey  
in  Research  Universityの結果から―」『⽇日本⾼高等教育学会第18回⼤大会』（⼝口頭発表）�

•  河野⿇麻⾥里里、廣森聡仁、塚常健太、岡嶋裕⼦子、藤井翔太、和嶋雄⼀一郎郎、⿑齊藤貴浩（2015）「学内システ
ムのデータ統合によるIR業務の効率率率化」『第4回⼤大学情報・機関調査研究集会』（⼝口頭発表）�



ＲＡ協議会第１回年次大会
エルゼビア・ジャパン株式会社 セッション(C-4)

2015年9⽉1⽇（13:10〜14:40）

エルゼビア・ジャパン株式会社
ソリューションマネージャー
清⽔毅志（t.shimizu@elsevier.com)
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エルゼビアの過去セミナーにおけるテーマ変遷

・情報リテラシー教育

・研究評価への支援

・URA(大学リサーチ・アドミニストレーター)の活動支援

・客観的データの活用

・国際共同研究の促進

・国際的な研究ネットワーク構築支援

・大学ランキングから見た国際競争力

・ＩＲ(インスティテューショナル・リサーチ)における個人レベルデータの重要性

RAとは、「研究者とともに研究活動の企画、マネージメント、研究成果の活用促進を行うことにより、
研究活動の活性化や研究マネジメントの強化を支える業務」

ＩＲとは、「大学の戦略意思決定を支援するための情報を提供する目的で、教育、研究、社会貢献、
経営など大学内部のさまざまなデータの入手、蓄積、分析、活用を行う業務」

教育や研究情報の数値化と
視覚化によるデータの活用
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ＲＡやＩＲ担当業務のトピックス（大学評価に関して）

ＮＩＡＤにおける研究教育評価項目の参考例（第２期中期目標期間）

教育活動に関して 研究活動に関して

教育活動の状況 研究活動の状況

・教員組織編成や教育体制の工夫とその効果 ・研究実施状況（競争的資金による研究実施状況、共同研究の実施状況、受託研究の実施状況など） 

・多様な教員の確保の状況とその効果
・研究成果の発表状況（論文・著書等の研究業績や学会での研究発表の状況、研究成果による
　知的財産権の出願・取得状況など）

・入学者選抜方法の工夫とその効果
・研究資金獲得状況（競争的資金受入状況、共同研究受入状況、受託研究受入状況
　寄附金受入状況、寄附講座受入状況など）

・教員の教育力向上や職員の専門性向上のための体制の整備とその効果 ・研究推進方策とその効果 

・教育プログラムの質保証・質向上のための工夫とその効果 
・共同利用・共同研究の実施状況、共同利用・共同研究に関する環境・資源・設備等の提供及び
　利用状況、共同利用・共同研究の一環として行った研究会等の実施状況 

・体系的な教育課程の編成状況

・社会のニーズに対応した教育課程の編成と実施上の工夫 

・国際通用性のある教育課程の編成・実施上の工夫

・養成しようとする人材像に応じた効果的な教育方法の工夫 

・学生の主体的な学習を促すための取組

教育成果の状況 研究成果の状況

・履修・修了状況から判断される学習成果の状況 
・学部・研究科等の組織単位で判断した研究成果の質の状況、学部・研究科等の研究成果の学術面及び
　社会、経済、文化面での特徴、学部・研究科等の研究成果に対する外部からの評価

・資格取得状況、学外の語学等の試験の結果、学生が受けた様々な賞の状況から判断される
　学習成果の状況 

・卓越した研究業績の根拠・実データ例 

・学業の成果の達成度や満足度に関する学生アンケート等の調査結果とその分析結果 

・進路・就職状況、その他の状況から判断される在学中の学業の成果の状況 

・在学中の学業の成果に関する卒業・修了生及び進路先・就職先等の関係者への意見聴取等の
　結果とその分析結果 
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（中東地区での大学
ランキングにおいて）

（中国での国内
ランキングにおいて）

ＲＡやＩＲ担当業務のトピックス（大学ランキングに関して）
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各大学ランキングで「研究力」が占める割合

研究活動
（評判調査は内18％）

被引用数

研究者による
評判調査

教員の
平均被引用

企業による
評判調査

ノーベル賞受賞者数
（卒業生）

ノーベル賞受賞者数
（スタッフ）

高被引用
研究者数

Nature/Science
論文数

被引用数

世界での
研究評判調査

地域での
研究評判調査

論文数

相対被引用インパクト被引用数

上位10%論文数

上位10%論文比率

国際共著率

教育活動
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THE大学ランキングでの評判調査の実際

評価者の地域、専門研究分野にて
優れた大学名を10校まで選択する

①研究面で優れた世界の大学

②研究面で優れた地域の大学

③教育面で優れた世界の大学

④教育面で優れた地域の大学
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研究分析の基礎データとしてのScopus
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Scopusとは？

幅広いジャーナルを収録した世界最大級の抄録・引用データベース

学術ジャーナルは約22,000タイトル、書籍は約90,000タイトル

全収録数は58,285,347 レコード （2015年8月31日現在）

・収録レコードや被引用数は毎日更新

・プロシーディングや会議録も同時収録

・世界5,000社以上の出版社や学会からの情報収集

・発行前収録（Article in Press）対象は3,750タイトル

・世界105ヵ国からジャーナルを収集

・日本のジャーナルは約400タイトル

・40の本体言語（抄録までは英語であることが条件）

・2,800タイトル以上のオープンアクセスジャーナルを収録

・研究パフォーマンスの分析ツールを標準装備
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研究分析データとして世界で利用が広がるScopus

世界の高等教育評価システムで 世界のファンディング機関で

世界の大学ランキング作成機関で 日本の科学技術政策機関で

（Excellence in Research for Australiaプログラム）

（Research Excellence Framework システム）
（ブラジル）

（ポルトガル）

（Chinaランキングのみ）

Australian Research Council
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Scopusの特徴と利用者調査による人気ベスト５
学部生・院生 研究者・教員 情報管理者・図書館員 研究推進・研究評価者

 *利用者数や時間などの利用制限が無い ◎

 *直観的な操作性（日本語画面も含めて） ◎

 *幅広い収録範囲（ジャーナル、期間、分野など） ◎ ◎

 *多彩なデータ種類（論文・プロシーディング・書籍・特許・ウエブなど） ◎

 *名寄せ済みの著者名検索機能 ◎ ◎

 *名寄せ済みの研究機関名検索機能 ◎

 *研究機関の所在国による検索機能

 *出版前論文の事前収録（Article in Press） ◎

 *利用統計レポート

 *API機能の無料利用 ◎

 *検索結果の再加工（絞り込み・ソート） ◎

 *論文による引用のリスト表示（引用分析） ◎

 *特許による引用情報 ◎

 *ソーシャルメディア等による引用と指標 ◎ ◎

 *化合物や反応の構造式表示（対象ジャーナルのみ）

 *エクセル等へのエクスポート

 *参考文献形式でのエクスポート

 *文献管理ソフトへのエクスポート ◎

 *自動メールアラート配信機能

 *論文PDFの一括ダウンロード機能 ◎

 *検索結果のトレンド分析表示

 *ジャーナル評価指標（SNIP, SJR, IPP）の表示 ◎

 *投稿先ジャーナルの比較検討機能 ◎

 *著者プロファイルの表示

 *研究機関プロファイルの表示 ◎

 *著者名寄せの修正依頼機能

 *ORCID登録情報への追加機能

機
能
全
般
に
関
し
て

検
索
結
果
に
関
し
て

研
究
分
析
に
関
し
て
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研究分析データとしてのScopusの優位点

6,800誌6,800誌6,800誌 7,200誌7,200誌7,200誌 4,300誌4,300誌4,300誌 5,300誌5,300誌5,300誌

（タイトル数は分野重複あり）

メディカル 工学・化学・物理 ライフサイエンス 社会科学・人文科学

2.機関名の名寄せデータ
3.研究者氏名の名寄せデータ

1.世界最大の収録数と研究分野
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社会的活動
TwitterやFacebookなどの
一般的なソーシャルメディア

マスメディア
新聞によるカバーなど

学術的活動
Mendeley、CiteULikeなどの

文献管理ツールへの保存

学術的コメント
ブログ、出版後レビュー、
Wikipediaなどによる言及

論文による引用
・ 単純な被引用数
・ 分野を補正したインパクト
・ ベンチマーキング

各論文ごとに社会的インパクト指標を表示します
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誰でもユーザー登録して
APIを使用することができます。

（注：利用できるデータの範囲は契約機関
かゲストかで異なります）

誰でもScopus APIを利用できます
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エルゼビアの研究マネジメント製品

主な利用目的 主な利用部署 エルゼビア製品

研究活動のために正確な
学術論文を収集したい

図書館
教員
大学院生・学部生

自大学や他の研究機関、
個人から国レベルまでの
研究成果を調査したい

ＲＡ・ＩＲ
研究評価・研究戦略
産学連携
大学マネジメント

自大学の教員や研究成果を
広く世界に発信したい

ＲＡ・ＩＲ
広報・宣伝
研究推進・産学連携

収集収集

分析分析

発信発信
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SciValによる学部間比較データ可視化の一例

ある国立大学での学部間比較の例

展示ブースで実際の画面と操作性をご体験ください！


